
進行管理票

事務局記入

５　関連事業

H29 H30

目標 8 2

実績 2 0

H29 H30

目標 8 2

実績 2 0

H29 H30

目標 10 20

実績 10 14

６　数値目標、参考指標

●ワークライフバランス補助金制度利用事業者(件）

Ⅰ-⑶

１　推進の柱Ⅰ　女性の活躍推進　（糸魚川市女性活躍推進計画）

２　基本的な方向　⑶ 雇用等における男女共同参画の推進とワーク・ライフ・バランス

３　基本的施策
　① ワーク・ライフ・バランスの実現
　② 男女の雇用における均等な機会と待遇の確保など雇用環境の整備
　③ 多様なライフスタイルに対応した就業環境の整備
　④ 再就職、起業支援

４　目標指標

指標
Ｈ27年度
現状値

Ｈ33年度
目標値

職場における男女格差について、「特
に男女格差はない」の回答割合（％）

23.3

●ワークライフバランス推進宣言事業所（件）

50.0

「ワーク・ライフ・バランス」の名称、内容
を知っている人の割合（％）

12.1 30.0

○ワーク・ライフ・バランス推進事業（商工観光課）
　企業の職場環境整備への支援や企業訪問によるワーク・ライフ・バランスの
推進を図る。

●ワークライフバランス補助金申請件数（件）



８　判定理由・根拠

９　課題・分析

10　今後の取組
　（来年度の予定等）

男女共同参画推進委員会記入

審議会意見

【目標の達成度】
A：目標値に達している
B：目標値に対し80%以上の実績値
C：目標値に対し80%未満の実績値
D：目標値に対し取り組むことができなかった

【今後の方向性】
１．さらに充実強化していく
２．計画どおり取り組む
３．一部見直しが必要
４．事業の休止または廃止

産学官の構成メンバーでワーク・ライフ・バランス推進協議会を設立し、ワーク・
ライフ・バランス推進に向けた機運の醸成を図ったが、就業環境整備促進事業
補助金の利用が当初の見込みより少なかった。理由としては、企業側の需要
が補助金に反映されていない可能性がある。補助金の内容を今一度精査し、
女性が働きやすい雇用環境の整備を十分に図っていかなければならない。

７　判定
⑴ 達成度 ⑵今後の方向性

C 2

製造業・建設業が基幹産業である当市では、女性が希望する職場が少ない。
反面、これらの企業では人手不足に悩んでおり、求人企業と求職者とのミス
マッチが恒常的に発生している。事務職を希望する女性が多いのに対し、求
人職種は事務職が少ない。それを解決する手段としてテレワークを行っている
が、女性が希望する職種や時間等柔軟な働き方が実現できる就労環境の実
現が課題である。

ワーク・ライフ・バランス推進協議会で検討した施策を具現化させる。特に、
ワーク・ライフ・バランスデーの導入を企業に促したり、糸魚川で暮らし働く魅力
を周知すべく、特設サイトを構築し、ワーク・ライフ・バランス推進に向けた機運
を高めていく。

評価
⑴ 達成度 ⑵今後の方向性



平成30年度進行管理票

事務局記入

５　関連事業

◆参考指標
基礎数値 H27 H28 H29

入所児童数 1,307 1,308 1,268

人口統計 1,728 1,638 1,546

入所率 75.6% 79.9% 82.0%

●未満児保育実施園数 20/23　　（未実施：根知、田沢、青海）

H27 H28 H29

未満児入所数 397 451 440

未満児人口統計 806 780 720

入所率 49.3% 57.8% 61.1%

・利用ニーズに対する利用者数の割合 100 ％

●一時保育実施園数 7/23

（実施：能生、おひさま、はやかわ、いくみ、中央、ひまわり、寺地）

H27 H28 H29

登録者数 82 113 93

対象者数 409 329 280

登録率 20.0% 34.3% 33.2%

延利用者数 855 1,306 1,415

※対象者数は、未満児人口統計－未満児入所児数

・利用ニーズに対する利用者数の割合 100 ％

1,175

34.6%

60.0
(Ｈ31)

○特別保育事業（こども課）
　未満児保育：生後４か月以上の乳児を対象に実施
　障がい児保育：市営・民営全園で受入れ可能
　延長保育、一時保育

６　数値目標、参考指標

H30

1,226

1,514

81.0%

H30

426

706

60.3%

H30

97

280

Ⅲ-⑴

１　推進の柱Ⅲ　男女共同参画社会の実現に向けた基盤の整備

２　基本的な方向 ⑴ 男女共同参画の視点に立った各種制度等の整備

３　基本的施策
　① 多様な形態の働き方を可能とする育児・介護の支援基盤の整備
  ② 男女の人権尊重の理念等についての理解促進

４　目標指標
指標

Ｈ27年度
現状値

Ｈ33年度
目標値

子育て環境の満足度（％） 39.3



８　 判定理由・根拠

９　 課題・分析

10　今後の取組
　（来年度の予定等）

男女共同参画推進委員会記入

審議会意見

【目標の達成度】
A：目標達成
B：概ね目標達成
C：目標に向け事業が遅れている
D：目標に向け事業がほとんど進んでいない

【今後の方向性】
１．さらに充実強化していく
２．計画どおり取り組む
３．一部見直しが必要
４．事業の休止または廃止

人口は減少しているが、入所率（特に未満児）が増加しており、保護者ニーズ
に対応している。
一時預かりの登録率は横ばいであるが、保護者ニーズには応えている。

育児休業明け（満1歳）での入所が年々増加しており、保育士の確保が（０歳
児の配置基準3：1）必要である。

今後も保護者ニーズを把握しながら事業実施に努める。

評価
⑴ 達成度 ⑵今後の方向性

７　 判定
⑴ 達成度 ⑵今後の方向性

B 2

【目標の達成度の考え方】 
A：目標値に達している 
B：目標値に対し80%以上の実績値 
C：目標値に対し80%未満の実績値 
D：目標値に対し取り組むことができなかった 



平成30年度進行管理票

事務局記入

５　関連事業

◆参考指標

●実施園数（園）

H30年度 1

●基礎数値

H27 H28 H29

登録者数 40 49 45

能生地域 (7) (3) (3)

糸魚川地域 (27) (33) (31)

青海地域 (6) (13) (11)

入所児童数 1,307 1,308 1,268

登録率 3.1% 3.7% 3.5%

延利用者数 512 467 346

利用実績日数 123 115 79

・利用ニーズに対する利用者数の割合 100 ％

○休日お助け保育事業（こども課）
　休日における保育
　実施日：土曜日・日曜日・祝日・年末年始　9：00−18：00
　対象：休日等に保育を必要とする保護者。ただし、市内保育園、幼稚園通
園児に限る。
　場所：キッズランド

６　数値目標、参考指標

H30

37

(4)

(24)

(9)

1,226

3.0%

370

91

Ⅲ-⑴

１　推進の柱Ⅲ　男女共同参画社会の実現に向けた基盤の整備

２　基本的な方向 ⑴ 男女共同参画の視点に立った各種制度等の整備

３　基本的施策
　① 多様な形態の働き方を可能とする育児・介護の支援基盤の整備
  ② 男女の人権尊重の理念等についての理解促進

４　目標指標
指標

Ｈ27年度
現状値

Ｈ33年度
目標値

子育て環境の満足度（％） 39.3
60.0

(Ｈ31)



８　 判定理由・根拠

９　 課題・分析

10　今後の取組
　（来年度の予定等）

男女共同参画推進委員会記入

審議会意見

【目標の達成度】
A：目標達成
B：概ね目標達成
C：目標に向け事業が遅れている
D：目標に向け事業がほとんど進んでいない

【今後の方向性】
１．さらに充実強化していく
２．計画どおり取り組む
３．一部見直しが必要
４．事業の休止または廃止

登録者数、延利用者数等減少しているが、保護者ニーズには応えている。

両親ともに休日出勤する世帯が減少し、利用が減っているものと思われる。

引続き、休日等に保育を必要とする世帯のために実施していく。

評価
⑴ 達成度 ⑵今後の方向性

７　 判定
⑴ 達成度 ⑵今後の方向性

B 2

【目標の達成度の考え方】 
A：目標値に達している 
B：目標値に対し80%以上の実績値 
C：目標値に対し80%未満の実績値 
D：目標値に対し取り組むことができなかった 



平成30年度進行管理票

事務局記入

５　関連事業

●開設箇所数（箇所）

H30年度 9

●延長（18:00～18:30）実施箇所数（箇所）　　

H30年度 3

　※延長料金　100円/回

●利用状況（人）

H27 H28 H29

登録児童数 492 525 554

日平均利用児童数 145 145 151

年間延べ利用児童数 42,038 39,132 39,769

●利用ニーズに対する利用者数の割合　 100 ％

Ⅲ-⑴

１　推進の柱Ⅲ　男女共同参画社会の実現に向けた基盤の整備

２　基本的な方向 ⑴ 男女共同参画の視点に立った各種制度等の整備

３　基本的施策
　① 多様な形態の働き方を可能とする育児・介護の支援基盤の整備
  ② 男女の人権尊重の理念等についての理解促進

４　目標指標
指標

Ｈ27年度
現状値

Ｈ33年度
目標値

子育て環境の満足度（％） 39.3
60.0

(Ｈ31)

○学童保育事業（こども課）
　開設時間：平日　授業終了後～18：00
　　　　　　　　土曜日・長期休業中　8：00～18：00（一部時間延長あり）
　利用料金　6,000円/月（８月は12,000円）、早期・延長料金100円/回

６　数値目標、参考指標
H30

580

（能生、下早川、大和川、西海、糸魚川東、糸魚川、大野、田沢、青海）

149

38,957

（糸魚川東、糸魚川、青海）



８　 判定理由・根拠

９　 課題・分析

10　今後の取組
　（来年度の予定等）

男女共同参画推進委員会記入

審議会意見

【目標の達成度】
A：目標達成
B：概ね目標達成
C：目標に向け事業が遅れている
D：目標に向け事業がほとんど進んでいない

【今後の方向性】
１．さらに充実強化していく
２．計画どおり取り組む
３．一部見直しが必要
４．事業の休止または廃止

７　 判定
⑴ 達成度 ⑵今後の方向性

Ｂ 1

更なる利便性向上のために、時間延長を実施する施設の拡大も検討する必要
があると考える。

時間延長（18：00～18：30）を実施する場所を２か所(大和川・大野)追加し、合
計５か所とする。
８月分の利用料金について値下げを実施（12,000円→8,000円）

一部、18:30以降延長の声もあるが、利用ニーズに対しての利用者数の割合は
100％であり、利用者ニーズに十分こたえている状況である。

評価
⑴ 達成度 ⑵今後の方向性

【目標の達成度の考え方】 
A：目標値に達している 
B：目標値に対し80%以上の実績値 
C：目標値に対し80%未満の実績値 
D：目標値に対し取り組むことができなかった 



平成30年度進行管理票

事務局記入

５　関連事業

●登録会員数（人）

H27 H28 H29

目標 50 60 70

実績 48 56 58

うち　提供会員数 18 20 20

うち　依頼会員数 29 35 37

うち　両方会員数 1 1 1

●利用ニーズに対する利用者数の割合　 100 ％

Ⅲ-⑴

１　推進の柱Ⅲ　男女共同参画社会の実現に向けた基盤の整備

２　基本的な方向 ⑴ 男女共同参画の視点に立った各種制度等の整備

３　基本的施策
　① 多様な形態の働き方を可能とする育児・介護の支援基盤の整備
  ② 男女の人権尊重の理念等についての理解促進

４　目標指標
指標

Ｈ27年度
現状値

Ｈ33年度
目標値

子育て環境の満足度（％） 39.3
60.0

(Ｈ31)

○ファミリーサポートセンター事業（こども課）
　放課後の預かり、保育施設時間外の預かり及び送迎

６　数値目標、参考指標

H30

70

63

21

40

2



８　 判定理由・根拠

９　 課題・分析

10　今後の取組
　（来年度の予定等）

男女共同参画推進委員会記入

審議会意見

【目標の達成度】
A：目標達成
B：概ね目標達成
C：目標に向け事業が遅れている
D：目標に向け事業がほとんど進んでいない

【今後の方向性】
１．さらに充実強化していく
２．計画どおり取り組む
３．一部見直しが必要
４．事業の休止または廃止

平成30年度の登録会員数が、目標値に対して87.1％となっている。

７　 判定
⑴ 達成度 ⑵今後の方向性

Ｂ 1

会員数は、ほぼ目標を達成しているが、制度の効果的な実施のためには、引
き続き会員数の増大が必要である。

積極的に会員募集を行い、会員数の増加を図るとともに、事業の周知に努め
る。
子育てサポーター研修を実施する。

評価
⑴ 達成度 ⑵今後の方向性

【目標の達成度の考え方】 
A：目標値に達している 
B：目標値に対し80%以上の実績値 
C：目標値に対し80%未満の実績値 
D：目標値に対し取り組むことができなかった 


